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１、はじめに

　本工事は赤川水系砂防事業の一環として、赤川流域早田川において上流域からの流出土砂調整を目

的とすると共に、魚類、動植物の環境保全を図り施工するもであります。工事の内容としては、スリット形状

のコンクリート堰堤工事、全体の９区画の内４区画左岸側を施工する内容です。本工事で懸念される事項

として、現場周辺に生息する猛禽類が確認されており工事を進めるうえで配慮が必要であります。

砂防本体施工時において工事の施工に伴う買収区域内の瀬替え計画及びサクラマスの遡上する河川で

あるので濁度対策も必要とされた。又、本体掘削時における左岸側地山の地質による法面処理対策、そ

して降雪前の本体施工完了を目標とする為に追加工種との工程調整が懸念された。今回この懸念事項

に対しての対策及び安全管理も踏まえその対策を下記のとおり報告します。

２、懸念事項に対しての実施報告

１）　周辺環境対策、猛禽類に対する配慮

当施工現場において工事施工現場までの市道早田線を工事車両が通行する運行経路が猛禽類生息区域

に近接している為、注意事項を定め現地にて車両運行者へ教育を実施し、厳守することにより猛禽類生息

への配慮を行った。

【配慮するための注意事項】

①、工事車両は市道早田線を通行する際は、制限速度20㎞とし静かな運転に努める。

②、運行時のエンジンのからふかしや無意味なクラクションの使用は行わない。

③、車両及び重機停止時はアイドリングストップを行い環境負荷の軽減にも努める。

④、作業時の服装はなるべく派手な服装は控える。

図・1 堰堤正面図
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⑤、ゴミ等は現場付近への投げ捨てを厳禁とし持ち帰るとこを徹底する。

⑥、市道通行時、段差等がある箇所は最徐行を行い静かに運行する。

以上の項目を実施した結果、その後の継続調査においても工事による影響は確認されていないと聞い

ている。

２）、サクラマス遡上河川での濁度対策及び買収区域内での瀬替計画

早田川瀬替え計画に関して、当初瀬替え計画時、堰堤本体施工箇所より余裕を確保した位置での瀬替

え計画をしていたが、瀬替え部分に一部未買収区域が存在していた為、決められた用地内での屈折を

最小限にした線形計画とした。サクラマス遡上河川においての濁度対策では仮設水路の屈折する外側

の箇所には洗掘にて発生する濁度対策として耐候性大型土のうを設置、内側には現場採取の巨石を利

用し法面部に石積を行い洗掘による濁度対策を実施。瀬替え切替時に発生する濁度対策ではろ過フィ

ルター(バイオログフィルター【NETIS：QS-100035-A】)を仮設水路内下流部へ３段３列にて設置し濁水対

策を実施。又、作業時における濁水が河川へ流出しない為に排水をろ過フィルター入りの水槽を経由し

濁度を軽減させ河川へ放流、自然環境を確保する事に配慮しました。
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瀬替部、耐候性大型土のう設置
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屈折部、耐候性大型土のう設置

写真・3

仮水路内側、石張工

写真・5

仮水路内、ろ過フィルター

(バイオログフィルター)3段3列設置

写真・6

瀬替切替時、濁度測定状況

写真・4

作業時排水

ろ過フィルター入り水槽
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堰堤の仮設計画に上記の対策を行ったことから降雨による増水時においても仮設水路の損傷及び決壊

もなく無事に完了することができましたが、ろ過フィルターに関しては一部損傷し再設置を行う結果となり

ました。又、瀬替切替時の濁度対策についてはろ過フィルター通過前(185㎎/ℓ)に対し通過後(濁度39㎎

/ℓ)濁度改善がみられ河川への環境保全が確保できました。漁協組合からの苦情もなく今回の濁度対策

は効果が得られたと思っています。

３）本体部掘削における左岸側法面の処置

堰堤本体左岸側の掘削時に発生する切土法面の処理について、当初段階では法面保護等の計画はなく

岩盤の自立形状であった、しかし掘削前において地山は岩盤が目視されるが亀裂が多く確認され崩落し

やすい岩盤であった。掘削完了後の調査、協議では工程に支障が出、降雪前の工程の履行が懸念され

た。事前に岩盤の状態を調査し保護計画を立案、本体掘削前に掘削箇所の切土部分を早期に対処し保

護を行い（吹付法枠工）作業の安全を優先しました。当初計画内に１工種追加の状況となる工程ではあっ

たが事前の協議及びすみやかな対処を行った結果、工程に遅れが生じる事なく本体施工ができ最終的

に降雪前の計画通りの施工ができた。又、安全優先で法面保護を行い崩落による災害も発生する事なく

無事故で終了することができた。
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４）作業効率向上を目的とした安全施設の工夫

堰堤本体施工において掘削箇所（深さ約２．０m）及び隣接ブロック間（高さ約３．０m）の作業場所へ移動

する際、作業ブロック毎に仮設昇降設備や通路が必要となる。通常仮設タラップや、単管を用い昇降設

備を設置、ブロック間へ移動に関しても同様に組立や固定が必要となり仮設設置作業が発生する。

今回当現場にて使用した仮設施設に関して紹介します。昇降設備については部材の組立が不要となる

ユニット式の昇降設備（ユニバーサルユニット自在階段【NETIS：090046-V】）を採用、ユニット式であるの

でタラップの組立が不要になり均一なステップが確保でき階段から

のつまづきによる墜落・転倒が未然に防げた、又部材の材質がア

ルミ合金製で軽量な物を使用した。手摺もユニット式で組立設置が

容易なことから組立、解体作業時の墜落・転落のリスク低減とその

作業効率の向上を図る事ができた。

又、ブロック毎への移動に関しては、設置されている型枠を梯子等

を使用し移動を行うには固定を賢固に行わないと転倒や型枠への

影響が発生し品質低下や怪我の元となる。これらの問題はユニット

式立馬(マイティーベース)を採用する事により型枠の仕切り箇所を

容易に移動することができた。又、こちらも軽量で移動が容易にで

き上部に手摺も設置しているので転落防止対策もできた。

このようなユニット式で軽量な仮設設備を使用した事から確実に

設置することが可能となり作業効率の向上や転倒・墜落災害防止

が実施でき無事故・無災害で工事を完了することができた。

３、おわりに

　工事着工時、残雪及び猛禽類による工事の中止から再開、又、降雪前の工事完成を目標に揚げ、工

程管理、安全管理を進めてきました。今回の当現場における問題とされた事についての対応は現場環

境、自然環境に即した対策を講じてきました。猛禽類や河川周辺環境への影響を考慮したうえで関係

各位とのトラブルも無く工事を円滑に推移できたと思います。又、崩落の危険が予測される個所を事前

に対処し事故等による災害を未然に防止し安全な作業環境が確保でき、又、仮設備においてもより手

間を要しない確実な設備を実施する事により安全に施工が出来、怪我や事故もなく出来たと思います。

このような対策が事前に実施できなかったら現場の円滑な管理が不可能となり作業への焦りや安全へ

の低下により災害等が発生したかもしれません。今後も工事を行う為には現場環境に即した懸念に対

し事前に対策を講じる事が工事の円滑な施工を可能とし無事故、無災害で終了する事が必要不可欠

だと思います。

　最後に現場の施工・安全について、数々の御指導と御協力いただきました発注者及び関係各位の皆

様に感謝を申し上げ報告といたします。

写真・6 ユニット式昇降階段

写真・7 ユニット立馬
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